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Many truss bridges have been∞nstructed as the highway bri匂es，many e)中ぽimentaland血ωrellω1studies on s附ωl
ch抑 cteristicsof由自ebridges have been carried out so白r.But社S悶 m血atwil be some rooms for the examination of dynamic 
cha印刷sticsof出回ebridges undぽ movingvehicle ot切地中ake.
Inthis戸戸r，regarding the Warren deck trus bridge，血epredominant frequency of vi凶 .tionon acceleration of joints，出ee自己ctive
ampli加deof vibration on vel∞ity of slab deck and the今namicincrement factor based∞axial for∞ofmem同 3訂es加diedusing 
the analysis of d)1aIl1Ic response und町 mo叩19vehicle 1倒 ds.
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図-3 固有振動モードと固有振動数
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図-7 走行速度による動的増幅率の関係(車両台数を変化させた場合)
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トラス橋の車両走行応答特性の検討
垂直材では現行の設計衝撃係数は、過大評価気味である
のに対して、斜材では路面状態が悪くなると過小評価の
恐れが伺える。
図一 7は車両の走行速度に対する車両台数と動的増幅
率の関係を示したものである。これらの図を見る限りに
おいては各部材とも 1台走行の場合も複数台走行の場合
も値に大きな差は生じないようである。
4. あとがき
ここでは上路式ワーレントラス橋を対象として、車両
走行による動的応答特性について検討した。得られた知
見を要約すると以下のようである。
(1)卓越振動数は、文京上の質保以外では通常の走行速度
(40kmlh以上)であればほぼ一定となり、その値はトラス
橋の2'"'-'4次モー ド、(3.0'"'-'8.0Hz)に対応している。これに
対して支点上の質点では 22'"- 23Hzとかなり大きな値と
なるようである。また、卓越振動数は路面凹凸の良否に
は関係しないようである。
(紛走行速度が 10kmlh付近では全ての質点の卓越振動
数はトラス橋の 1次固有振動数に近い値を示すことから、
車両走行実験において、車両を低速で走行させたときの
応答波形からトラス橋の 1次固有振動数が推定できる可
能性が伺える。
(3)床版の振動速度応答の実効振幅を求め歩行者に対す
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る振動感覚面からの使用性について検討した結果、路面
状態が良い場合は振動恕限度を超えることはほとんどな
いようであるが、路面状態の影響は大きく、その十分な
管理が必要と考えられる。
(4)部材の部材力に基づく動的増幅率を用いて設計衝撃
係数の検討を行った結果、上・下弦材および垂直材では
現行の道路橋示方書の規定値は過大評価気味であるのに
対し、斜材では路面状態が良くない場合には過小評~面の
恐れがあるように恩われる。
しかし、これらは一解析例であり、今後さらに実験結
果等もふまえた異なる種類のトラス橋を対象とした検討
が必要である。
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